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新たなものづくりｼｽﾃﾑの構成(新ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝｼｽﾃﾑ) 

営業 
設計 

購買 

製造 
ｻｰﾋﾞｽ 

お客様 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ 
ﾊﾟｰﾄﾅ 

利益企画型 

生産プロセス 

利益企画型 

グローバル 

調達プロセス 

・マーケティング強化のための  
 市場顧客ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築 

・お客様視点の商品企画 
・営業支援ｼｽﾃﾑ 

･ｻｰﾋﾞｽｶﾙﾃｼｽﾃﾑ   
･巡回ｻｰﾋﾞｽ支援ｼｽﾃﾑ 
･ｵﾝﾗｲﾝ補用品販売ｼｽﾃﾑ 

･悪魔のｻｲｸﾙに陥らない活動 
･MCMD＆DFX 
･設計ｼｽﾃﾑの構築 
･試作ﾚｽｼｽﾃﾑ構築 

・VSM（ﾌｨｯｼｭﾎﾞｰﾝ図）の構築 
・IE分析 
・生産最適化シミュレーション 
・革新的製造プロセス 
・アジャイル生産プロセス 
・時刻管理方式の適用によるﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ調達ﾏﾆｭｱﾙ 
・ﾊﾟｰﾄﾅｰ管理標準 
・ｻﾌﾟﾗｲﾔﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築 
・VE活動 
・各国別規格選定表  

EPC 

･建設ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

ｺｽﾄ・ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ管理生産ｼｽﾃﾑ 
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝの管理ｼｽﾃﾑ 

サプライヤA 

 

サプライヤB 

サプライヤC 

ｻﾌﾟﾗｲﾔD 

サプライヤE 

拠点工場A 

拠点工場B 

拠点工場C 

拠点工場D 

拠点工場E 

ｸﾗｳﾄﾞ 

ｺﾝﾋﾟｰﾃｨﾝｸﾞ 

・拠点ｻﾌﾟﾗｲﾔｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・拠点工場生産管理 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略のﾘｱﾙﾀｲﾑ実践 

・市場情報の見える化 

・ｻﾌﾟﾗｲﾔ情報の見える化 

・生産情報の見える化 



© 2016 MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved.    3 

新たなものづくりｼｽﾃﾑの構成(新ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝｼｽﾃﾑ) 

【ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝｼｽﾃﾑの考え方】 
・ものづくりとはﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝｼｽﾃﾑそのものと考える。 
 
・ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝの各々のﾌｪｰｽﾞで各支援ｼｽﾃﾑを作成する。 
 
・この各ｼｽﾃﾑをITにより繋げることで，ひとつの製品のﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ 
 ｼｽﾃﾑが構成される。 
 
・このひとつの製品のﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝが更に世界の各拠点と繋がり， 
 これを最終的に統合ｺﾝﾄﾛｰﾙするｼｽﾃﾑまで拡げるのが最後の姿。 
 

【まず具体的に着手するﾌｪｰｽﾞ】 
・製造の部分から開始し，まずは現状分析から入り，理想と 
 なる情報・モノの流れを作り上げるところから開始する。 
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生産・業務本部
吉田 一昭

新産業戦略協議会資料
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次世代の生産システム（新たなものづくり）

サプライヤお客様

上位と現場をつなぐ仕組み

フレキシブルな製造工程 ダウンタイムレス

お客様要望（欲しいものが選べる、欲しい時に届く）をスマートに実現する、
リアルタイムで繋がる生産システム

マザー工場
生産計画

製造～出荷
調
達

海外生産拠点

実行指示 製造情報
カ
ス
ト
マ
連
携

他
工
場

製造品質・効率の向上

協
力
工
場

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
連
携

サプライヤ

サプライヤ

・・・

お客様

お客様

・・・

ICT/IoTによるリアルタイム連携
クラウド

製品・製造
ビッグデータ

需要予測
ビッグデータ
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クラウド

品質
データ

組付
データ

仮
想
空
間

生産管理システム
（生産情報）

設計プロセスツール
（CAD/BOM情報）

品番、個数、部品、組付情報、品質情報

現
実
空
間

製品・品種・
生産量情報

ライン設計
（ライン設備情報）・・・

動作プログラム

生産設備／人 (PLC・M2M・RFID・・・・)

受入 入庫・払出 実装 組立 検査 完成品倉庫
入庫 出荷

プラットホームと実証実験について

ラインコントロール
（データ連係ツール）

指示・検証・補正
ツール

（仮想と現実の補正）

位置情報
製造ライン

中
間
層

ナレッジ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
情
報品質・保守情報

作業状況・環境情報
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・国主導の企業参加型ＪＶにて実行。

・手を上げるメーカを募集し、一定の基準を満たすことを条件に実証実験の場所とする。
※一定の基準は今後、議論が必要

「プラットホーム」

「実証実験」

・「仮想空間」「中間層」「現実空間」それぞれの階層をグループとして分け、
プラットホームを規格化するスキームを形成する。
競合関係にある企業同士が同じグループになる場合が想定されるため、グループは
1つではなく、複数のグループ形成を可とする。

・各階層とは、規格化されたインターフェースにて接続できることを前提とする。

・各社の得手、不得手、事業領域、戦略等を考慮し、プレイヤーを募り実行していく。

プラットホームと実証実験について
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